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 エコキャップ運動は神奈川県の⼥⼦⾼⽣が考えた「ペットボトルはリサイクルされるのにキャップは
捨てるのがもったいない」という事から始まりました。プラスチック材料としての価格が低いことから安
くても⼈のためになる⽬的として発展途上国へのポリオワクチンを送る事になり全国の学校や会社で運
動が起きました。ところがキャップの価格が運送料⾦より安いことから輸送⼿段を持っている企業の参
加が必要でした。例えば、信⽤⾦庫のメール便です。 
 このキャップを分別して製品にできる企業である進栄化成株式会社様と連携しています。当⾦庫がこ
れまでにお客様からお預かりしたキャップは 16,835.5Kg でワクチン 8,419 ⼈分です。この量のキャップ
がゴミとして焼却されると、53 トンの⼆酸化炭素が空気中に排出されますからエコキャップ運動は⼆酸
化炭素発⽣削減にも役⽴っています。 
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 進栄化成⼯業株式会社様から「NPO 法⼈世界の⼦供にワクチンを⽇本委員会（JCV）」に寄付されます
が、その他⽇本中で集められたエコキャップは、様々な国のワクチン投与に使われます。世界中の⼈々に
健康な⽣活を広め、⼆酸化炭素を減らす⼀助になっている事になります。 

 


